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総合計画
  体系　
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関係課

政策名

施策名

元気と賑わいのある産業づくり 産業振興課

林業の振興

産業振興課

小林　隆浩

施策主管課

施策主管
課長名

B 生しいたけの生産量（増加）（現状値：H30
時点）

㎥

A 森林保全を目的とした施業面積（増加）（現
状値：H30時点）

ha

kg

Ｃ 木材生産量（増加）（現状値：H30時点）
6,504

施策評価シート(令和4年度実施施策）

206

37,800

6,023

１．施策の目的

対

象

A 森林

B 特用林産物生産者

C 森林施業者

意

図

A 良好な森林の自然環境と施業環境が維持されている

B 安定した生産が行われている

C 安定した施業・生産・流通が行われている

２．成果指標
単位指標名

②

③

①

④

現状値 令和7年度令和6年度令和5年度

３．指標の分析（成果が向上した、またはしなかった理由）

④

①

③

②

４．課題に対する取組（今年度重点的に取り組んだ課題）

５．次年度の方向性（施策の方向性と次年度以降重点的に取り組む課題）

森林保全を目的とした間伐等の森林整備は、国有林の施業面積は増加したが、民有林では民間林業事業体の施業計画において、施業優先箇所が他市町
村の区域であったため町内の施業面積が減少したことから、目標値まで達しなかった要因と考えられる。

6,263

32,406

259

17,704

185

49,800

令和4年度

210

48,000

251

11,469

令和3年度

6,143

37,385

高齢化等による生産者の減少や、気候変動による温度管理の難しさなどにより収穫量が少なかったため、前年度と比較して生産量が減少し目標値には
達しなかった。

住宅等建設コストの高止まりや世界情勢の不透明さから木材需要は前年度並みと想定されるが、外国産材の輸入量の減やバイオマス発電所燃料用チッ
プ等の需要増が木材生産量の増加した要因と考える。

・森林の有する公益的機能の維持増進を図るため、森林経営管理制度の趣旨に基づき長期間整備が行われていない森林を対象に森林所有者の経営管理に
関する意向調査や経営管理権集積計画策定に係る調査を実施した。
・東日本大震災の影響で停滞している森林整備・林業生産活動を活性化するため、計画的にふくしま森林再生事業による森林整備を行った。
・農業関係者に対し特用林産物に関する支援内容の周知を行った。

森林経営管理法に基づき、引き続き今後の森林経営管理に関する意向調査から経営管理権集積計画の策定を進める。また、計画的にふくしま森林再生事
業による間伐や路網整備等の森林整備を実施し林業の振興に取り組む。更に、町内の森林資源の現状等を調査し、効率的かつ効果的な民間事業者主体に
よる持続可能な森林資源活用の取組を検討し、長期的な森林資源の活用を図る。
特用林産物の振興を図るため、支援内容の周知に努め、新規または規模拡大による取組を支援する。

上段：目標値　下段：実績値



６．施策を構成する事務事業（方向性と次年度以降重点的に取り組む主要な事業）

番号 事業通番 事務事業名 令和4年度決算額
(千円)

最終評価結果

コストの方向性成果の方向性 今後の方向性
主要事業

1 評価対象外評価対象外評価対象外8,485林道災害復旧事業4835

2 評価対象外評価対象外評価対象外339林業総務事業5004

3 ⑤現状維持現状維持現状維持3,592森林病害虫等防除事業5213

4 ⑤現状維持現状維持現状維持100ペレットストーブ等購入設置事業5237

5 評価対象外評価対象外評価対象外2,571松倉分収造林保育管理事業5239

6 ⑤現状維持現状維持現状維持8,647森林環境交付金事業5240

7 ①有効性改善拡大拡充250森林資源活用推進事業14693 ○

8 ②生産性改善現状維持拡充131,171ふくしま森林再生事業15009

9 ⑤現状維持現状維持現状維持0特用林産物振興支援事業15334

10 ②生産性改善現状維持拡充17,099森林環境整備促進事業15556 ○

11 ⑤現状維持現状維持現状維持14,932森林公園等管理事業16752

12 ⑤現状維持現状維持現状維持85,130林道整備維持管理事業17443 ○


